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ふりがな  いわきしとしけんせつぶとしふっこうすいしんか 
応募者名  いわき市都市建設部都市復興推進課 
ふりがな  いわきえきしゅうへんきょてんせいびじぎょう（きたぐちこうつうひろば） 

事業の名称  いわき駅周辺再生拠点整備事業（北口交通広場） 
ふりがな  いわきし 
事業主体  いわき市 
ふりがな  ふくしまけんいわきし 

実施都市名  福島県いわき市 

事業概要 
（400字以内） 

  本事業は、本市の中心拠点であるいわき駅周辺地区において、本市の陸の玄関口として相応しい風格のある市
街地の形成に向け、交通結節機能の強化、高齢化社会等に対応したバリアフリーの推進、魅力と潤いのある都市
空間の創出、更には都市機能の集積誘導等を図るものである。 
  平成22年３月に供用を開始したいわき駅南口駅前広場、南北自由通路に続き、駅北側の交通結節機能の強化を
図ることはもとより、本市の歴史的資産である磐城平城跡地に隣接する立地特性を生かし、「歴史が感じられる緑豊
かな落ち着きのある空間」をコンセプトにした憩いの場となる北口交通広場を整備したもの。 

事業規模 
○面  積：約4,600㎡ ○事業期間：平成21年度～平成27年度 

○事業費：約1,760百万円 

事業の目的 
  本事業は、本市の中心拠点であるいわき駅周辺地区において、本市の陸の玄関口として相応しい風格のある市
街地の形成に向け、交通結節機能の強化、高齢化社会等に対応したバリアフリーの推進、魅力と潤いのある都市
空間の創出、更には都市機能の集積誘導等を図るもの。 

事業効果 
（効果一覧を参考に 
具体的な効果を記入） 

【交通サービス水準の向上】 
 交通ターミナルとしてバス・タクシー各２台、自家用車３台の乗降スペースを整備するとともに、165台収容の駐輪

場を整備したことにより、公共交通機関への円滑なアクセス経路を実現した。 
【安全な歩行空間の確保】 
 広場内において、歩車道の境界部に縁石や車止めを設置することにより、安全な歩行空間を確保した。 

地元対応等 
 ・地域住民との協働等 
 ・合意形成等を図ったか 
 ・地域に配慮した点 

 広場整備にあたっては、都市計画素案作成の段階から、周辺商店会や周辺住民の皆様との意見交換会を開催
するとともに、公募委員によるワークショップ活動や市民アンケートなどを通じて寄せられた意見等を基に、整備コン
セプトを検討してきた結果、当広場が市の歴史的資産である磐城平城に隣接すること等から、「歴史が感じられる緑
豊かな落ち着きのある空間」を整備コンセプトとした。 

事 業 概 要 



事 業 位 置 図 
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JRいわき駅 

◎いわき市役所 

縮尺 1/20,000 



都市計画図(用途地域図) 
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断面図 
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 いわき駅北口交通広場 平面図 

 いわき駅北口交通広場 断面図 

A-A断面 

B-B断面 
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路線全体の進捗状況 
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 平成○年○月撮影 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

平成○年○月撮影 

平成○年○月撮影 
7 

第31回全国街路事業コンクール応募資料 

 

 

 

 平成○年○月撮影 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

平成○年○月撮影 

事 業 前 写 真 事 業 後 写 真 

平成21年4月撮影 

平成21年4月撮影 

平成21年4月撮影 平成29年4月撮影 

平成28年4月撮影 

平成28年4月撮影 



交通結節点機能の向上（駐車場の整備） 
駅前広場の地下に駐車場を整備し、駅利用者の駐車及び送迎 
等の交通結節点の機能強化につながっております。 

交通結節点機能の向上（バスバース・タクシープールの整備） 
整備前は道路の路側でバス待ちをしていましたが、整備後は安全なバス乗り場で乗
降が可能になりました。また、タクシープールも整備したことにより交通結節点の
機能強化につながっております。 

いわき駅北口交通広場の事業効果アピール資料 
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いわき駅北口交通広場の事業効果アピール資料 

歩行者の増加 
駅前広場を整備したことにより、利便性及び安全性が向上しました。結果、整備前
と比較し歩行者が増加していました。 
 
○交通量調査結果 
 調査時間：休日２４時間 
 整備前：平成２１年６月１４日（日）・・・９１１人 
 整備後：平成２９年６月１８日（日）・・・９５９人 
 
 
イベント利用 
北口広場は「歴史が感じられる緑豊かで落ち着きある空間」をコンセプトに整備し
たことにより、市民の憩いの場として機能。 

４８人 
５％の増 
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竣工式（テープカット） 竣工式（園児によるステージ） 市の木クロマツの植栽 



受賞歴・報道資料 

10 第31回全国街路事業コンクール応募資料 

 

 

 

平成28年3月30日 
いわき民報 

平成28年4月1日 
福島民報 

平成28年3月31日福島民友 

平成28年3月31日 
福島民報 

平成28年4月1日 
福島民友 
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